
8 
 

厚生労働省科学研究費補助金（政策科学総合研究事業(臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研究事業)） 
分担研究報告書 

1．ICU パネルデータのデータベース構築 
研究代表者 高木俊介 横浜市立大学 准教授 

研究協力者 小林 慎治 国立保健医療科学院 上席主任研究官 
研究要旨 
ICU におけるパネルデータを収集してデータベースを構築するためには、各施設で多様な形式で蓄積されて

いるデータを標準化された形式に変換する必要がある。本研究では ICU において用いられている医療機器の

データ（バイタルサイン、血液ガス検査、血算、血液凝固検査、血液性化学検査、人工呼吸器関連）のサンプ

ルデータを収集して、構成する概念を分析して情報モデルについて検討した。これらを集中治療医学会が定

める標準用語集を参考にして、データ収集のための統制用語集を作成した。また、これらのデータをリアルタ

イムに表示するためのシミュレーション環境を構築し、重症度アルゴリズムを自動的、連続的に算出できる

環境を構築し、安定した動作が行えていることを確認した。今後、医療現場で多施設間でのデータベースを収

集していくためには、学会と連携していきながら進めていく必要がある。集中治療領域における医療データ

の標準化を担う組織として NPO 法人集中治療コラボレーションネットワークを設立して、活動を開始した。

今後、集中治療領域でのデータ利活用に繋がる活動を継続していく。 

 
Ａ．研究目的 

ICU では重症患者に対して集学的な高度医療を

実現するため、病歴や各種の生体情報を集約し即

時的に治療介入が行われている。そのため、多様な

電子機器が使用されており情報の多くは電子化さ

れている。電子化されたデータを有効に活用する

ためには情報の標準化が必要である。これまでバ

イタルサインや各種検査結果などの観察データに

ついては国内外でデータの標準化が行われてきて

お り ， HL7(1) 、 LOINC(2) 、 ISO 
136060/openEHR(3)、JLAC-10(4)などの各種規格

が策定され、本邦でも普及しつつある。しかしなが

ら、各施設間での項目の差が大きくデータの大規

模収集がすぐに実現するようにはなっていなかっ

た。そのため、下記２つの点について検証すること

を目的とする。 
①各施設・企業間でデータ構造・項目の相違の整

理・解消 
②多施設診療データを集積するデータベースの構

築および持続的な運営体制の設立 
ICU ビッグデータ解析には、データ標準化が必

要であるが、本邦では医療情報システムが施設ご

とに部分最適化され、データ形式が異なる。本研究

では、多施設の ICU データを比較し、データ構造

の差異を克服し、多施設データを収集できるシス

テム開発を行う。 
 
Ｂ．研究方法 

令和２年度までに、日本の多様な ICU 診療デー

タ構造の整理を行い、データ設計に必要な Request 
for proposal (RFP)作成のためのデータモデル検証

作業を行った。令和３年度はこの結果を踏まえ、

ICU データ標準化を可能とする汎用的なデータモ

デルを設計する。 
ICU では多種類のセンサーからの生体情報が

リアルタイムに集積されている。AI による重症化

予測には、部門システムの診療情報を逐次抽出し、

機械学習を行うコンピュータへと転送する必要が

ある。本研究では、効率のよいデータ集積、負荷の

軽い情報転送ができる形式もシミュレーション環

境により検証する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究ではシミュレーション環境を用いたデータ

の集積、データベースでのデータの変換などを行

なっており、個人情報を含む臨床データは用いて

いないので、倫理的に配慮は必要ないと思われる。 
 
Ｃ．研究結果 

本研究では、ICU で使用されている電子機器や部

門システムで扱われる情報を収集し、構成する概

念を分析して情報モデルについて検討した。すで

に学術用語としてまとめられている日本集中治療

医学会の標準用語集を参考にして、 データ収集

のための統制用語集として作成した。（別紙報告

書参照） データ標準化を担う NPO 法人集中治

療コラボレーションネットワークを設立して活動

を開始した。データ標準化に関するリテラシーを

広めていくために、集中治療医学会学術集会に事

業紹介の展示を行なって、医療者へのデータ利活

用の重要性についての周知を行った。 

Ｄ．考察 
データ形式についてはさまざまな形式が提唱さ

れている。本研究では調査の中で普及していると

みられた HL7 Ver 2.x 系をベースにサンプルを提

示するが、強制力を伴うものではない。 
シミュレーション環境においては、データの収

集、標準化への変換、重症度の視覚化に関して安定

的な動作を確認することができたが、患者情報を

用いた実際の医療現場での検証はまだ行えていな

い。その際の電子カルテ等の医療情報システムと
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ネットワークを共有した際の負荷なども今後検討

していく必要がある。医療データを実際の現場で

利活用していくために必要な課題の整理をするこ

とができた。本調査書を参考にして ICU 領域での

データ標準化が進むことを望む。 
Ｅ．結論 
集中治療領域において用いられる医療機器で扱う

データに関して概念モデルと標準用語の構築を行

った。概念モデルを参照にして、リアルタイムにデ

ータ収集、標準化用語への変換、視覚化するシミュ

レーション環境の構築を行った。 
 
 
Ｆ．健康危険情報                                     
 本研究は後方視的にデータを収集して解析を行

った研究であり、研究成果の中に国民の生命、健康

に重大な影響を及ぼす情報は含まれない。 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
· 髙木 俊介：遠隔 ICU の構築・運用の実際と期待. 
ITvision No.44 ニューノーマル時代の医療 DX 
· 髙木俊介・南部雄磨: 遠隔 ICU コロナ下での重

症集中治療と ICT 活用の現状. MS&AD インター

リスク  RMFOCUS 7 月号         
· 髙木 俊介、南部 雄磨: 本邦の遠隔 ICU の沿革

と今後の普及に向けた展望  医学と薬学. 第 78 巻

7 号（2021 年 7 月号）遠隔医療 
· 髙木 俊介: 術後患者に対する tele-ICU. LiSA 
2021 年 6/7 月号 "遠隔医療の現在地. 現状を知り，

われわれの仕事と社会的インパクトを考える"           
· 橋本 悟、高木 俊介: 集中治療コラボレーション

ネットワーク（ICON）について. LiSA 2021 年 6/7
月号 "遠隔医療の現在地. 現状を知り，われわれの

仕事と社会的インパクトを考える"      
·髙木 俊介、南部 雄磨: 各論「集中治療における重

症度予測システム開発と tele-ICU の構築」 
プレシジョンメディシン 2021 年 4 月号「麻酔・集

中治療医学の現状と未来」 
髙木 俊介: 医療者のナレッジを組み入れたトリア

ージ技術と情報連携で急変を未然に防ぐ. デジタ

ルヘルストレンド   2022 年 
 
2.  学会発表 
·  高木 俊介: ICU における非侵襲モニタリングに

ついて. 第 37回 医工連携学会 シンポジウム

「ＩＣＵ領域の遠隔モニタリング」2021/5/1     
· 髙木 俊介 南部 雄磨:「遠隔 ICU における医療情

報の利活用について 」日本集中治療医学会 

第 5回関東甲信越支部学術集会 企画セッショ

ン集中治療と医療情報︓データをどう活かす

か 2021/6/12           

· 髙木 俊介、南部 雄磨「ICU 関連のデータ標準化

による基盤構築と AI 解析」第 25 回日本医療

情報学会春季学術大会大会企画セッション２

"これからはじまる医療 DXー「画像と ICU 分野

の AI導入とその基盤構築」"       2021/6/11            

·  髙木俊介、西田修: 重症患者に対する AI・IoT 活

用の現場課題と将来の期待. 第 32 回 日本急

性血液浄化学会シンポジウム     AI・IoT の

織り成す医療の近未来的道標～現状課題と将

来の期待～.    2021/10/2             
· 髙木 俊介: ICU の現状と ITを活用した新たな医

療体制. DBJiHub オンラインシンポジウムオ

ンラインシンポジウム    コロナ禍を奇貨と

して変革に挑む医師たち～研究と臨床の現場

から、医療とビジネスを考える～. 2021/10/6 
· 小松田 卓也 ，高木 俊介 ，根本 貴志: 集中治

療医不足の解消に向けた患者管理アプリケー

ションの開発. 第 25回日本遠隔医療学会学術

大会 遠隔 ICU 分科会 遠隔 ICUを取り巻くデ

ジ タ ル ヘ ル ス と 医 療 の 融 合 に つ い て 

2021/10/9〜10/10 
·  橋本 悟，高木 俊介: NPO 法人集中治療コラボ

レーションネットワークの設立について－日

本における Tele-ICU 第 25 回日本遠隔医療学

会学術大会 遠隔 ICU 分科会 遠隔 ICUを取り

巻くデジタルヘルスと医療の融合について. 

2021/10/9〜10/11                        
·  田端 篤，高木 俊介，南部 雄磨，東島 紋子，辻 

杏歩，青山 祥太朗: 画像解析による意識レベ

ルモニタリングの挑戦と限界. 第 25回日本遠

隔医療学会学術大会遠隔 ICU 分科会.遠隔

ICU を取り巻くデジタルヘルスと医療の融合

について. 2021/10/9〜10/12 
·   髙木俊介、小松田 卓也,南部 磨雄, 根本 貴志、

田端 篤：テクノロジーと医療の融合がもたら

す次世代 ICU の可能性について. 第 39 回 日

本麻酔・集中治療テクノロジー学会シンポジ

ウム：遠隔 ICU の現状と展望 ―テクノロジー

と医療の融合   2021/10/16 
·   髙木俊介、東島綾子、稲田邦匡、三谷 玄弥: 日

本プロサーフィン連盟（JPSA）メディカルサポ

ートチーム「CURE」の活動報告. 第 32 回日本

臨 床 ス ポ ー ツ 医 学 会 学 術 集 会     

2021/11/13     
·   髙木 俊介: 急性期医療における医療 DXの現場

課題と今後の展望. 画像医療システム産業研

究 会 . 医 療 業 務 に お け る DX の 実 現   

2021/11/11    

･ 高木 俊介, 齊藤 健一, 堤 貴彦 , 小林 慎

治, 橋本 悟: 「集中治療領域における時系列

情報を用いた重症化予測モデル開発とデータ標

準化の試み」.  第 49 回 日本救急医学会総会・
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学術集会. 2021/11/23 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   
 1. 特許取得 
 なし。 
  
 2. 実用新案登録 
 なし。 
  
 3.その他 
 なし。 
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